ポール・H・ロビンソン「刑罰論戦争の「休戦」? -経験的デザート、道徳的信頼、社会的規範の内面化-」 by 松澤 伸 et al.
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　我々のうちの誰かが生まれるよりもずっと前の、 1 世紀の間、刑罰論は二つの





















（ 1 ）　ヨハネス・カスパー教授（Prof. Dr. Johannes Kaspar）およびユリアン・コーブルク
（Juliane Koburg）により英語から翻訳された。
　　（※訳者注：ドイツ語版のもととなった英語による報告原稿は、後に、Paul H Robinson, 
‘A Truce in the Criminal Law Distributive Principle Wars?’ ［2020］ U of Penn Law School, 
































く む し ろ、 経 験 的 に 確 か め ら れ た 公 衆 の 正 義 観 念（die empirisch ermittelte 
Gerechtigkeitsvorstellungen der Bevölkerung）
（五）


























































（ 4 ）　Robinson 2013, 18─34参照。































図 1  顔の図
（５）
（ 5 ）　Herr/Mobily/Kohout/Wagener Clinical Journal of Pain 14 （1998）, 29 ff. 参照。

























































（ 7 ）　Robinson 2013, 18─34.
（ 8 ）　同上、35─62.
（ 9 ）　同上、5─17.
（10）　Kahneman American Psychologist 58 （2003）, 697, 698.















































事件概要 事件名 罪 犯罪統制原理
実際に言い渡さ
れた量刑














































































9  強盗の際に棍棒で殴打 12.0年の拘禁刑





7  サッカーの試合後の数針縫う怪我 5.0年の拘禁刑





5  住居から電子レンジを窃取 2.3年の拘禁刑
E．規定年齢を超えていると合理的に信じられた女
性との性交（厳格責任）
2.9年の拘禁刑 40年 か ら60年 の
拘禁刑




C．大麻の荷降ろし（薬物犯罪の厳罰化） 1.9年の拘禁刑 8 年の拘禁刑
B．テレビへの発砲（三振法） 1.1年の拘禁刑 パロールなしの15
年の拘禁刑





2  オオカミの幻覚 1.1年の拘禁刑
1  他人の傘を誤って持ち帰った 1.8月の拘禁刑
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12．Ambush Killing  ●
11．Stabbing  ●
10．Accidental Mauling by Pit Bulls  ●
9 ．Clubbing During Robbery  ●
8 ．Attempted Robbery at Gas Station  ●
7 ．Stitches After Soccer Game  ●
6 ．Slap & Bruising at Record Store  ●
5 ．Microwave from House  ●
4 ．Clock Radio from Car  ●
2 ．Wolf Hallucination  ●
3 ．Whole Pies from Buffet  ●




































































（16）　Robinson 2008, 21─98. 隔離アプローチを用いることの難点に関する議論は、同上109─
134に示してある。
（17）　Robinson 2013, 141─207参照。


























1 ．Life sentence means offense conduct be heinous 6.46 5.14 p<.001
2 ．Law prohibition means posting false comments must 6.14 5.76 p<.07
3 ．High sentence for financial maneuver means condemnable 5.25 4.63 p<.02
4 ．Reportt removal of arrowhead 5.93 5.14 p<.01
5 ．Give found handgun to police 6.66 5.56 p<.001
6 ．Report dog violation to authorities 5.15 4.59 p<.01
7 ．Go back and report your mistake to gas station 7.05 5.69 p<.001













1．Life Sentence 2．Facebook 3．Financial
Maneuver
































Study 2a baseline 
No disillusionment
Study 2b Low 
disillusionment
Study 2b High 
disillusionment
1 ．Life sentence means heinous 6.46a 6.59a 5.35b
2 ．Posting condemnable 6.14a 5.38b 5.59b
3 ．Financial move condemnable 5.25a 5.16a 4.34b
4 ．Reportt arrowhead 5.93a 5.65a 4.95b
5 ．Turn in hand gun 6.66a 5.40b 4.32c
6 ．Report dogs violation 5.15a 4.75a, b 4.43b
7 ．Return to gas station 7.05a 6.63a 5.63b
8 ．Return to restaurant 7.15a 6.47b 5.84c
Where two cells on a row DO NOT share the same letter, they are statistically different
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　（図 8 は、大規模なデータセットを用いた研究の結果を記載しており、回帰分析によ
って似た帰結に到達しているものである。）

















Variable Willingness to defer to the Criminal Justice System in the Future
Standardized Regression Coeffcient SignficanceLevel





Household Income .017 .859
Married .167 .069






































「重 罪 謀 殺 化 原 則」、「三 振 法」、 有 責 性 と は 無 関 係 な 負 責（「厳 格 責 任〔strict 
liability〕」）の活用、そしてその他の、図 3 の四列目に掲げた犯罪統制原理といっ
（21）　Robinson 2008, 21─98, 141─207.
（22）　これはとりわけ、アメリカにおいて問題となることである。アメリカには51の刑法典が
存在するのである。



































































































































































Herr / Mobily / Kohout / Wagenaar Evaluation of the Faces Pain Scale for Use 
with the Elderly, in: Clinical Journal of Pain 14 （1998）, 29─38
Kahneman A Perspective on Judgment and Choice. Mapping Bounded 
Rationality, in: American Psychologist 58 （2003）, 697─720
Robinson （2008） Distributive Principles of Criminal Law: Who Should be 
Punished and How Much?
ders. （2013） Intuitions of Justice and the Utility of Desert
ders. Democratizing Criminal Law: Feasibility, Utility, and the Challenge of Social 
Change, in: Northwestern University Law Review 111 （2017）, 1565─1595
【監訳者あとがき】
　本稿は、ペンシルヴェニア大学ロースクール教授・ポール・H・ロビンソンによ
る論文 ”Ein „Waffenstillstand“ im Krieg der Straftheorien? ― Die empirisch 





（24）　Robinson 2008, 175─212, 247─260参照。
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番号 英語 ドイツ語訳 日本語訳
1. “blameworthiness” Schuld bzw. Vorwerfbarkeit
など（訳注二参照）
非難相当性
2. “core of wrongdoing” Kernbereich möglichen 
Fehlverhaltens
不正行為の中核
3. community support Unterstützung durch der 
Gemeinschaft
コミュニティ支援













7. deterrence Abschreckung 威嚇抑止
8. distributive principle Verteilungsprinzip;
distributives Prinzip
配分原理
9. doing justice Gerechtigkeit zu üben 正義の実現
10. “empirical desert” empirisch ermittelte verdiente 
Strafe
経験的デザート
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11. human evolutionary 
development
die menschliche evolutionäre 
Entwicklung
人類の進化発生
12. “incapacitation” Sicherung 隔離
13. Kendall’s W Kendalls Konkordanzkoeffizient ケンドールの一致係数 W
14. moral credibility moralische Glaubwürdigkeit 道徳的信頼
15. observational studies Beobachtungsstudien 観察的研究
16. social influence soziale Einflüsse 社会的影響
17. bell curve die Verteilungskurve 釣鐘曲線





20. wrongdoer Missetäter 不正行為者
（二）　“blameworthiness” は、 ド イ ツ 語 版 で は „Schuld bzw. Vorwerfbarkeit“, „Schuld“, 








“wrongdoing”であっても、ドイツ版 „Verbrechen“ の場合は「犯罪」、„Fehlverhalten“ の場合
は「不正行為」とする。なお、英語版“crime”にも、„Verbrechen“ が宛てられている。ま
た、後に出てくるように、“wrongdoer“ には „Missetäter“ との訳があてられているが、これは
「不正行為者」とする。
（五）　英語版では“the community’s shared judgements of justice”であるが、こちらを採用す
るとドイツ語文から乖離しすぎるとの判断から、ここではドイツ語訳から訳出した。
（六）　英 語 版 で は“the culpable state of mind of the offender （intentional, reckless, or 
negligent）”である。
（七）　英語版では“subversion”となっている。
（八）　“（criminal） liability” と い う 語 は 英 語 版 に お い て し ば し ば 登 場 し、 と り わ け 
”distributive principle for criminal liability and punishment”, “criminal liability and 
punishment rules”という用法で頻出する。ところがそのドイツ語訳は、例えば前者の訳とし
て „Verteilungsprinzip für strafrechtliche Verantwortlichkeit und Strafe“, „Ansatz für die 
Haftung und Bestrafung“ とされたり、あるいは後者の訳として „Strafgesetz“, „Strafbarkeits─ 
und Bestrafungsprinzipien“, „Strafvorschriften“, „Regeln zur strafrechtlichen Verantwortlich-






（九）　“blameworthiness judgments”は、„Einschätzung, wie vorverfbar bzw. „tadelnsunwert“ 
sich der Täter verhatlten hat“ とドイツ語訳されている。“blameworthiness”については訳注
二を参照。
（一〇）　ドイツ語版では „Verteilungskurve（分布曲線）“ との訳が採用されている。




















　本実験ではまず、被験者を、 8 つの質問に答えさせる。図 6 の 1 .〜 8 . がそれである。ところ
で、同実験の詳細は Robinson 2013, 178において述べられているのであるが、そちらの方が、
質問の意図や示されている設例の具体的内容に関する記述が充実している。したがって以下で
は、本稿図 6 の 1 .〜 8 . の訳を踏まえつつも、必要に応じて、これを前掲書の記述に照らし補
充する。
1 ．終身刑が科されたならば、犯罪行為はそれだけ凶悪だったに違いない




















る。なお慣習上、この p 値は0.05（ 5 ％）未満であれば「有意差」があるとされる。図 6 の場
合、質問 1 . の p 値は“p<.001”となっているが、これは「p 値が0.001（0.1％）未満である」
ということを意味する。













れた点数には、a, b, c という数字が付されているが、これは図表下部に記されている通り、同
じ行で横に並んでいる各々のセルが同一の文字を共有している場合には、そこに有意差がな
く、異なる文字である場合は、有意差があるということを意味する。例えば、質問 1 . の列で
は、「幻滅無：6.46a、幻滅小：6.59a、幻滅大：5.35b」とあるが、これは、幻滅無と幻滅小の
間では有意差が認められないが、幻滅無・幻滅小と、幻滅大との間では、有意差が認められる
ということを意味する。これに対して質問 5 . の行では a, b, c が並んでいるが、これは幻滅無
と幻滅小との間でも有意差が認められ、幻滅小・幻滅大との間にも有意差が認められるという






（一九）　ドイツ語版では „die Formulierung einer Norm”である。
（二〇）　ドイツ語版では改行されているが、英語版では改行がなされていない。文脈上、改行が
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ない方が自然であると思われたため、ここでは英語版に従った。
